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マーケットレポート国内長期金利見通し

【日銀のマネタリーベースの推移 】 【 国内債券利回り 】

出所)ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成

マネタリーベース：流通現金（「日本銀行券発行高」＋「貨幣流通高」）と日本銀行当座預金（日銀当座預金）の合計値

 日銀は6月の金融政策決定会合で、長期国債買入れ額の減額方針を決定しました。
 賃上げや物価上昇の裾野の広がりにより、日銀の追加利上げへの姿勢が強まると見込まれるなか、長期金利は緩やかに
上昇することが予想されます。
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